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暖
冬
が
一

変
、
大
寒
波
に

見
舞
わ
れ
日
本

中
が
混
乱
し

た
。
患
者
も
医
療
従
事
者
も

足
を
奪
わ
れ
病
院
も
機
能
不

全
、
産
業
界
も
商
売
上
が
っ

た
り
で
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
も
影
響

大
だ
が
、
地
震
や
夏
定
番
の

台
風
な
ど
自
然
災
害
大
国
の

日
本
で
は
平
然
と
対
処
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

大
阪
も
か
つ
て
は
洪
水
で

悩
ま
さ
れ
た
が
、
新
淀
川
開

削
以
来
落
ち
着
い
た
。

　

比
較
的
自
然
災
害
の
軽
微

な
大
阪
で
は
、
列
車
事
故
で

も
な
い
限
り
、
普
通
に
来
院

す
る
患
者
を
、
大
酒
で
二
日

酔
い
に
な
ら
ぬ
限
り
普
通
に

診
療
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
比
較
的
恵
ま
れ
た

自
然
環
境
の
大
阪
も
危
な

い
。
国
際
政
治
環
境
は
今
年

に
な
り
よ
り
先
鋭
化
し
、
世

界
規
模
に
広
が
る
傾
向
に
あ

る
。

　

来
た
る
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ

ト
の
議
題
に
は
難
民
受
け
入

れ
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
る
。
と
同
時
に
テ
ロ
防

止
対
策
が
重
視
さ
れ
模
擬
演

習
さ
え
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

現
地
の
警
備
強
化
に
よ
っ

て
ソ
フ
ト
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な

る
京
都
、
大
阪
が
危
な
い
。

政
治
環
境
の
劣
化
右
翼
化
の

危
機
は
大
阪
に
も
近
い
。

０
０
１
年
３
月
の
経
済
財
政

諮
問
会
議
（
小
泉
首
相
が
議

長
）
に
、
奥
田
碩
・
日
経
連

会
長
と
本
間
正
明
・
阪
大
大

学
院
教
授
が
連
名
で
「
社
会

保
障
改
革
と
経
済
財
政
に
関

す
る
論
点
メ
モ
」
を
提
出
し

た
。

　

そ
こ
に
は
、
こ
う
あ
っ

た
。
個
人
の
選
択
の
尊
重
、

自
立
・
自
助
努
力
の
支
援
を

基
本
に
社
会
保
障
改
革
を
進

め
る
に
は
、
国
民
が
自
ら
将

の
創
設
（e-government

、

Ｉ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
に

よ
る
個
人
単
位
で
の
給
付
／

負
担
情
報
の
集
積
・
一
元
化

現
）」
を
す
べ
き
だ
と
。

　

こ
れ
は
負
担
を
求
め
ら
れ

る
保
険
料
と
将
来
得
ら
れ
る

可
能
性
の
あ
る
給
付
額
と
の

が
あ
る
な
ら
自
助
努
力
せ
よ

と
い
う
仕
組
み
だ
。
そ
の
実

現
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
だ

と
さ
れ
た
の
が
Ｉ
Ｄ
シ
ス
テ

ム
、
す
な
わ
ち
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
の
も
と
に
な
っ
た
社
会
保

障
番
号
制
度
で
あ
る
。

　

２
０
０
１
年
６
月
、
経
済

収
支
を
、
国
民
一
人
ひ
と
り

に
具
体
的
な
金
額
と
し
て
示

す
こ
と
で
、〝
社
会
保
障
の

損
得
〞
を
確
認
さ
せ
、
不
満

―
将
来
的
に
は
公
共
サ
ー
ビ

ス
一
般
、
税
を
含
む
公
的
負

担
一
般
に
つ
い
て
の
個
人
単

位
で
の
情
報
集
積
の
実

現
在
及
び
将
来
の
給
付
と
負

担
を
総
合
的
に
把
握
し
評
価

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、「
社
会
保
障
個
人
勘
定

来
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
描
け
る

よ
う
に
す
る

必
要
が
あ

る
。
そ
の
た

め
に
は
個
人

の
レ
ベ
ル
で

財
政
諮
問
会
議
は
「
骨
太
の

方
針
２
０
０
１
」
を
取
り
ま

と
め
た
。
方
針
に
は
、
社
会

保
障
番
号
制
の
導
入
と
あ
わ

せ
、「
社
会
保
障
制
度
の
運

営
コ
ス
ト
の
削
減
や
、
公
的

給
付
と
私
的
給
付
の
効
率
的

な
組
合
せ
に
よ
る
老
後
所
得

保
障
の
充
実
、
多
様
化
な
ど

も
可
能
に
な
る
」
も
の
と
し

て
「
社
会
保
障
個
人
会
計
」

が
盛
り
込
ま
れ
た
。
勘
定
と

会
計
と
言
葉
は
違
う
が
、
内

容
は
同
じ
も
の
だ
。

 

（
つ
づ
く
）

今日の数字

６万2000円
　消費税を10％に引き上げた
場合の１世帯（２人以上）当
たりの平均負担増額。

２
０
１
６
年
度

２
０
１
６
年
度

診
療
報
酬
改
定

診
療
報
酬
改
定

基基  

軸軸
社
会
保
障
か
ら
考
え
る

社
会
保
障
か
ら
考
え
る

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」制
度

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」制
度
❷❷

自
治
体
情
報
政
策
研
究
所
代
表　

黒
田
充

自
治
体
情
報
政
策
研
究
所
代
表　

黒
田
充

社
会
保
障
を
個
人
会
計
化

財
界
の
意
向
に
沿
っ
た
制
度「
改
革
」

　

「
骨
太
の
方
針
２
０
０

１
」
が
議
論
さ
れ
て
い
た
２

近
畿
厚
生
局
・
各
種
名
簿
な
ど
で
情
報
を
取
得
し
、
未
入
会
の
先
生
に
本
紙
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
郵
送
停
止
を
ご
希
望
の
方
は
当
協
会
事
務
局
（
℡   

06-

６
５
６
８-

７
７
３
１
）
ま
で
。

Ｐ
Ｒ
増
刷
号

Ｐ
Ｒ
増
刷
号

今
号
は
大
阪
府
下
の
全
歯
科
開
業
医
の
先
生
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
協
会
へ
の
ご
入
会
を
ご

検
討
下
さ
い
。
別
刷
り
⑦
〜
⑯
面
は
会
員
限
定
資
料
の
た
め
同
封
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

国
会
要
請

保険で良い歯科実現へ
請願署名29万人分を提出

大
阪
連
絡
会
３
万
集
約

診
療
報
酬
改
定
で
パ
ブ
コ
メ

基
本
診
療
・
技
術
料
評
価
を

　

協
会
、
保
団
連
は
１
月
21
日
、
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
の
実
現
を
求
め
て
国
会
議
員
要

請
と
集
会
を
開
催
し
、
昨
秋
か
ら
取
り
組
ん
だ
請
願
署
名
を
国
会
議
員
に
託
し
た
。
請
願

署
名
は
合
計
29
万
１
９
６
３
人
分
に
達
し
た
。
要
請
に
は
全
国
15
協
会
が
参
加
し
、
大
阪

か
ら
は
歯
科
医
師
、
歯
科
技
工
士
ら
27
人
が
参
加
し
た
。

　

「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療

を
」
全
国
連
絡
会
が
主
催
し

た
国
会
内
集
会
に
は
、
１
５

０
人
を
超
え
る
関
係
者
が
集

っ
た
。
全
国
連
絡
会
は
保
険

で
良
い
歯
科
医
療
の
実
現
を

求
め
る
請
願
署
名
が
29
万
１

９
６
３
人
分
集
ま
っ
た
こ
と

を
報
告
。
大
阪
歯
科
の
江
原

豊
理
事
は
、「
歯
科
技
工
所

ア
ン
ケ
ー
ト
」
結
果
を
手

に
、
低
す
ぎ
る
診
療
報
酬
を

背
景
に
し
た
技
工
士
の
長
時

間
労
働
や
高
い
離
職
率
な
ど

の
問
題
を
訴
え
た
。
集
会
に

は
、
衆
参
の
国
会
議
員
が
参

加
し
、
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療

を
大
阪
連
絡
会
」
が
集
め
た

署
名
は
約
３
万
。
当
日
は
、

協
会
で
集
約
し
た
１
万
５
０

０
０
人
分
を
手
に
地
元
選
出

の
衆
参
議
員
に
署
名
の
紹
介

議
員
と
な
る
よ
う
要
請
し

た
。
同
署
名
は
、
辰
巳
孝
太

郎
参
院
議
員
（
共
産
）
に
２

０
０
０
人
分
、
山
下
芳
生
参

院
議
員
（
同
）
に
１
０
０
０

人
分
、
清
水
忠
史
衆
院
議
員

（
同
）
に
７
５
０
０
人
分
、

宮
本
岳
志
衆
院
議
員
（
同
）

に
４
５
０
０
人
分
を
託
し

た
。

　

参
加
者
ら
は
、
▽
経
済
的

理
由
で
歯
科
医
院
に
か
か
れ

な
い
現
状
を
な
く
す
た
め
窓

口
負
担
軽
減
▽
安
心
・
安
全

の
医
療
の
た
め
に
診
療
報
酬

の
総
枠
拡
大
―
―
を
訴
え

た
。

　

清
水
議
員
は
、「
国
は
大

企
業
に
は
減
税
し
、
軍
事
費

に
は
５
兆
円
も
使
用
し
て
い

る
。
窓
口
負
担
引
き
下
げ
や

診
療
報
酬
改
善
の
財
源
は
あ

る
」
と
語
り
、
宮
本
議
員
は

「
口
腔
崩
壊
の
改
善
に
は
格

差
と
貧
困
の
解
決
が
必
要
」

と
語
っ
た
。

 

（
次
号
に
要
請
議
員
一
覧
）

写
真
右
か
ら
、
辰
巳
議
員

（
右
か
ら
３
人
目
）、清
水
議

員（
右
か
ら
４
人
目
）、宮
本

議
員（
左
か
ら
５
人
目
）　

　

厚
労
省
が
１
月
14
日
〜
22

日
に
次
期
診
療
報
酬
改
定
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募

集
し
た
こ
と
を
受
け
、
協
会

は
会
員
の
意
見
１
０
７
人
分

を
集
約
し
、
同
省
に
提
出
し

た
。
会
員
意
見
の
特
徴
は
、

歯
冠
修
復
・
欠
損
補
綴
の
大

幅
引
き
上
げ
、
文
書
提
供
の

要
件
緩
和
、
補
管
の
装
置
単

位
で
の
算
定
を
求
め
る
も
の

な
ど
。

　

協
会
は
小
澤
理
事
長
名
で

意
見
を
表
明
し
、
初
診
・
再

　

協
会
は
２
０
１
６
年
診
療

報
酬
改
定
新
点
数
説
明
会
を

３
月
21
日
（
月
・
祝
）
午
後

１
時
か
ら
、
大
阪
府
立
国
際

会
議
場
（
グ
ラ
ン
キ
ュ
ー
ブ

大
阪
）
で
開
催
す
る
。
説
明

会
参
加
会
員
に
は
、
３
月
初

旬
に
送
付
す
る
「
入
場
・
資

料
引
き
換
え
ハ
ガ
キ
」
と
交

換
で
冊
子
『
２
０
１
６
年
改

定
の
要
点
と
解
説
』
を
配
布

す
る
。

 

関
連
⑥
面

診
料
の
引
き
上
げ
、
訪
問
診

療
の
20
分
要
件
の
廃
止
な
ど

の
改
善
を
求
め
た
。

厚
労
省
が

個
別
項
目
を
提
示

　

厚
労
省
は
１
月
27
日
の
中

医
協
総
会
に
、
２
０
１
６
年

度
診
療
報
酬
改
定
に
お
け
る

点
数
等
は
除
い
た
個
別
改
定

項
目
を
提
示
し
た
。

詳
細
⑦
〜
⑯
面
（
会
員
限
定
）

新点数中央説明会
３月21日（月・祝）午後１時

大阪府立国際会議場
（グランキューブ大阪）

　『保険医の経営と税務』（全国保
険医団体連合会発行）の最新版。確
定申告、共済制度と税金の取り扱
い、医業所得計算のポイントなど、
経営のノウハウを紹介。Ｂ５判、
218㌻、定価1500円

　2015年度の歯科医師の会員実増数で大阪
歯科協会は、昨年に続き全国１位となった。
全国保険医団体連合会（保団連）が１月30日
に東京都内で開いた第47回大会で表彰され
た（写真）。会員数は１月末時点で4004人。

今
号
に
同
封

保
険
医
の
経
営
と
税
務

歯科会員実増全国１位
保
団
連
大
会
で
表
彰

保
団
連
・
住
江
憲
勇
会
長（
左
）か
ら

表
彰
状
を
手
渡
さ
れ
る
小
澤
力
理
事

長（
右
）＝
１
月
30
日
、
東
京
都
内　


